
第
４
回
立
憲
主
義
と
憲
法
９
条
を
守

る
新
潟
県
民
の
集
い
が
５
月
23
日
に
開

催
さ
れ
、
小
沢
隆
一
先
生
（
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
教
授
）
が
「
い
ま
立
憲
主

義
と
憲
法
９
条
を
守
る
と
い
う
こ
と
ー

戦
争
立
法
の
動
き
に
抗
し
て
」
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
、
国
鉄
新
潟
の
紙
面
で

紹
介
し
ま
す
。

立
憲
主
義
・
憲
法
９
条
を
守
れ
と
い
う

運
動
が
広
ま
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り

が
真
剣
に
考
え
理
解
す
る
こ
と
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

受
理
し
な
い
た
め

原
爆
投
下
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
、
４
月
末
、
不
幸
な
日
だ
っ

た
。
主
権
者
の
声
を
聞
か
ず
に
国
会
で

審
議
し
な
い
で
戦
争
法
案
を
通
そ
う
と

し
て
い
る
。

安
倍
総
理
が
米
国
議
会
で
約
束
し
た
。

安
倍
総
理
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
知
ら
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は

こ
こ
で
日
本
に
言
わ
な
け
れ
ば
、
日
本

が
戦
争
を
や
め
な
い
と
考
え
た
。

平
和
憲
法
を
作
り
、
そ
れ
で
日
本
を

占
領
す
る
と
通
告
し
た
。

原
爆
投
下
の
前
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が

出
さ
れ
た
が
日
本
は
す
ぐ
に
受
理
し
な

か
っ
た
。
黙
殺
し
た
。

政
治
判
断
の
誤
り
、
国
民
の
思
い
痛

み
が
分
か
ら
な
い
か
ら
黙
殺
し
た
。
現

在
、
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

３
度
目
の
改
訂

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
政
府
間
の
約
束
で

条
約
で
は
な
い
。
そ
こ
で
と
ど
め
て
お

く
、
そ
れ
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
し
た
。

政
治
判
断
で
そ
の
都
度
、
憲
法
９
条
を

掘
り
崩
し
た
。

米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
に
負
け
た
頃
、
反

省
し
た
が
歪
ん
で
い
た
。
仲
間
と
一
緒

で
な
か
っ
た
か
ら
負
け
た
。
同
盟
国
へ

軍
事
的
負
担
を
要
請
し
た
。

自
衛
隊
は
、
こ
の
頃
は
日
本
は
専
守

防
衛
で
出
動
す
る
。
大
き
な
攻
撃
が
か

け
ら
れ
た
時
、
限
定
的
な
必
要
最
小
限

度
の
防
衛
力
と
な
る
。

米
国
の
要
求
で
日
本
に
対
し
て
武
力

攻
撃
の
対
処
を
要
求
し
た
。

日
米
同
盟
と
し
て

関
係
が
強
ま
っ
た

湾
岸
戦
争
時
～
北
朝
鮮
な
ど
、
な
ら

ず
者
の
国
に
対
し
て
同
盟
国
と
包
囲
網

を
つ
く
っ
た
。

北
朝
鮮
は
、
１
９
９
４
年
、
瀬
戸
際

外
交
～
ソ
連
（
モ
ス
ク
ワ
）
・
中
国
が

今
ま
で
支
え
て
き
た
が
、
こ
れ
以
上
は

駄
目
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
北

朝
鮮
は
、
核
を
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
使
っ

た
。米

国
は
北
朝
鮮
を
つ
ぶ
す
こ
と
を
考

え
て
い
た
。
そ
う
な
る
と
韓
国
が
大
変

な
こ
と
に
な
る
。
日
本
は
米
国
の
後
方

支
援
で
き
な
い
状
況
な
の
で
米
国
は
北

朝
鮮
へ
攻
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

周
辺
事
態
法
で
後
方
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
米
同
盟
と
し
て
の

関
係
が
強
ま
っ
た
。
日
米
同
盟
＝
グ
ロ
ー

バ
ル
な
も
の
。
２
０
１
０
年
～
自
衛
隊

の
海
外
派
兵
を
可
能
に
し
た
。

◎
裏
に
続
き
ま
す
。
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国
鉄
新
潟第４回になる県民集会は１６００名を越え

る人たちが結集しました。素晴らしい集会で

した。

戦争法案の危険性を分かりやすく、小沢先

生が講演していただきました。ポツダム宣言

は原爆投下の前に出されていたこと。

日本政府は、その時、ポツダム宣言を受託

せず、黙殺したことで、広島、長崎に原爆が

投下されました。国民の思い、悲しみ、苦し

み、今の日本政府は分かっていません。

戦争法案は、絶対に廃案させなければなり

ません。新潟からも、運動を広めていきましょ

う。



現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
＝
現
在
に
つ
い
て
。
戦

争
法
案
は
、
分
か
り
に
く
い
法
案
に
な
っ

た
。
切
れ
目
の
無
い
も
の
、
国
民
に
安
心

し
て
も
ら
う
日
米
同
盟
を
つ
く
る
。

日
本
国
民
は
、
米
国
に
対
し
て
、
い
た

れ
り
つ
く
せ
り
・
米
国
と
一
緒
に
や
る
こ

と
。安

保
条
約
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
で
は

無
か
っ
た
。
個
別
自
衛
権
は
認
め
て
い
た
。

安
保
条
約
は
専
守
防
衛
だ
け
容
認
し
て
い

た
。憲

法
９
条
は
戦
力
を
放
棄
し
て
い
る
。

憲
法
の
主
旨
だ
。

１
９
５
４
年
、
個
別
自
衛
権
し
か
使
え

な
い
、
日
本
と
日
本
国
内
の
米
軍
基
地
が

攻
撃
さ
れ
た
時
に
可
能
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
日
米
同
盟
へ

改
変
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
安
保
条
約
を

改
定
し
て
い
な
い
で
、
政
府
間
の
約
束
で

内
容
を
変
え
て
い
っ
た
。

同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
～
日
本
だ
け
で

な
く
同
盟
国
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
。

日
本
が
同
盟
国
を
守
る
。
自
衛
隊
法
で

は
自
衛
隊
の
武
器
だ
け
守
る
だ
け
だ
。
そ

れ
を
改
悪
さ
れ
て
い
る
。

平
時
か
ら
自
衛
隊
は

米
国
へ
協
力
し
て
い
く

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
＝
訓
練
は
米
国
だ
け
で

な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
も
含
め
て
行
う
。

南
シ
ナ
海
～
中
国
は
、
領
海
に
島
の
基

地
を
建
設
し
て
い
る
。
米
国
は
監
視
活
動

を
実
施
、
そ
れ
に
自
衛
隊
へ
も
協
力
要
請

し
て
い
る
。

そ
れ
を
目
指
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改

変
さ
れ
た
。
海
洋
安
全
保
障
～
こ
れ
は
く

せ
も
の
だ
。
経
済
的
な
も
の
、
軍
事
的
な

も
の
守
備
範
囲
の
思
惑
。
こ
の
両
面
が
あ

る
。中

国
は
ミ
サ
イ
ル
で
対
抗
、
米
国
は
戦

略
爆
撃
機
で
対
抗
、
軍
事
的
に
危
険
な
状

況
だ
。
ど
ち
ら
が
仕
切
っ
て
い
る
の
か
対

抗
意
識
が
あ
る
。
中
国
は
ミ
サ
イ
ル
で
対

抗
、
米
国
は
ミ
サ
イ
ル
で
や
ら
れ
な
い
よ

う
対
処
で
き
る
態
勢
を
つ
く
る
。

日
本
は
米
国
を

守
る
こ
と
に
な
る

核
軍
縮
が
な
か
な
か
進
め
ら
れ
な
い
中

国
と
の
関
係
。
お
互
い
相
手
の
出
方
を
見

て
い
る
。
平
和
的
な
手
段
が
考
え
ら
れ
な

い
。
軍
事
的
な
手
段
に
。

日
本
は
中
国
へ
米
国
と
向
き
合
う
と
持

ち
か
け
て
い
る
。
南
シ
ナ
海
は
日
本
か
ら

離
れ
て
い
る
場
所
だ
が
、
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
。
南
シ
ナ
海
は
中
国
潜
水
艦
の
基
地

軍
事
的
重
要
な
場
所
だ
。

日
本
は
同
盟
国
の
米
国
を
守
る
こ
と
に

な
る
。

他
国
武
力
と

一
体
化
に
な
る

周
辺
事
態
法
は
日
本
周
辺
地
域
。
後
方

支
援
に
つ
い
て
～
兵
站
（
戦
場
の
後
方
に

あ
っ
て
、
兵
器
・
食
料
な
ど
の
管
理
、
補

給
す
る
機
関
）
支
援
。
輸
送
、
補
強
、
医

療
活
動
な
ど
。

後
方
は
、
敵
国
か
ら
の
攻
撃
が
影
響
し

な
い
と
い
う
解
釈
。
後
方
支
援
は
、
さ
ら

に
危
険
な
状
況
も
考
え
ら
れ
る
。
他
国
と

武
力
行
使
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

自
衛
隊
が
他
国
軍
と
戦
闘
地
域
で
一
体

化
す
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
自
衛
隊
は
米
国

兵
隊
を
輸
送
機
で
運
ん
だ
。
他
国
軍
と
一

体
化
し
た
活
動
。
こ
れ
は
憲
法
９
条
違
反

だ
。自

衛
隊
は
、
今
ま
で
戦
闘
行
為
を
や
っ

て
い
な
い
の
で
人
を
殺
し
て
い
な
い
、
自

衛
隊
員
が
死
ん
で
も
い
な
い
。
非
戦
闘
地

域
で
あ
っ
て
も
安
全
な
場
所
は
な
い
。

司
令
官
が
判
断
す
る

戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
所
で
、
実

施
し
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
自
衛

隊
は
出
動
し
て
も
良
い
。
前
日
は
戦
闘
行

為
が
あ
っ
た
が
今
日
は
無
い
の
で
出
動
で

き
る
と
判
断
。

そ
し
て
政
府
は
、
現
場
の
状
況
が
分
か

ら
な
い
の
で
、
そ
の
判
断
は
現
場
の
司
令

官
が
判
断
す
る
。
政
治
の
責
任
で
や
ら
な

い
。現

場
に
と
ど
ま
っ
て
様
子
を
見
て
防
衛

大
臣
か
ら
指
示
を
待
つ
。
戦
闘
行
為
が
激

し
く
な
っ
て
く
る
と
自
分
の
身
を
守
る
た

め
戦
闘
行
為
に
な
っ
て
し
ま
う
。

米
国
へ
の
支
援
が
基
本
。
弾
薬
の
補
強
。

他
国
軍
が
自
衛
隊
を
あ
て
に
す
る
。
自
衛

隊
は
戦
闘
地
域
か
ら
撤
退
で
き
な
く
な
る
。

国
連
決
議
は
い
ら
な
い

重
要
影
響
事
態
法
＝
国
連
決
議
は
い
ら

な
い
。
日
本
の
平
和
と
安
全
に
対
し
て
危

険
な
、
重
要
な
影
響
を
与
え
る
時
、
自
衛

隊
は
米
国
へ
地
球
規
模
で
支
援
を
行
う
。

国
際
社
会
の
合
意
が
無
く
て
も
軍
事
行

動
が
発
動
す
る
。
湾
岸
戦
争
は
違
法
な
戦

争
だ
。
米
国
の
尻
拭
い
を
国
際
社
会
が
責

任
を
取
っ
て
い
る
。
（
国
連
・
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活

動
）集

団
的
自
衛
権
・
３
要
件
～
現
実
的
な

の
か
。
他
国
に
対
す
る
武
力
も
容
認
。
ま

た
は
第
三
の
国
に
つ
い
て
も
軍
事
介
入
を

認
め
る
。
米
国
が
侵
略
行
為
に
よ
る
戦
争

で
も
自
衛
隊
は
出
動
す
る
。
他
国
は
際
限

が
無
い
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
機
雷
掃
海
に
つ
い
て

～
機
雷
で
封
鎖
さ
れ
れ
ば
、
国
の
存
立
を

脅
か
す
と
言
っ
て
い
る
（
安
倍
総
理
）

排
除
す
る
対
象
は
何
か

日
本
の
武
力
行
使
で
「
排
除
」
す
る
対

象
は
何
か
。

我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
そ
れ
自
体

と
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
国
民
の
生

命
、
自
由
及
び
幸
福
追
及
の
権
利
が
根
底

か
ら
脅
か
さ
れ
る
明
白
な
危
険
を
作
り
出

し
て
い
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
。

個
別
的
自
衛
権
で
の
論
理
と
つ
な
げ
た

た
め
に
、
日
本
の
武
力
行
使
の
目
的
を
他

国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
排
除
と
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
矛
盾
。
新
３
要
件
～
無
制

限
の
武
力
行
使
に
道
を
開
く
。

他
国
の
武
力
行
為
が
日
本
の
攻
撃
と
同

じ
・
他
に
代
わ
り
う
る
手
段
が
無
い
か
ら
・

必
要
最
小
限
と
は
ど
の
程
度
な
の
か
・
無

制
限
の
武
力
行
為
と
な
る
・
こ
れ
を
国
会

で
追
及
し
て
い
く
こ
と
。
地
方
か
ら
運
動

を
広
げ
て
い
こ
う
。

憲
法
は
世
代
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
世
代
を
超
え
て
守
る
。
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